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静電植毛加工技術

城東支所 長谷川孝

１．静電植毛製品は基材、接着剤、フロックから構成さ
れる。

２．機能性が付与されるため、多方面に応用されている。
３．フロックはクーロン力で飛翔し、基材表面に垂直に

投錨される。

はじめに

静電植毛加工技術は、フロックまたはパイルと呼ばれる短繊維をクーロン力で飛翔させ、接着剤
を塗布した被植毛物体に一様に投錨させる表面加工技術です。玩具やアクセサリーケースなどへ
の装飾性の付与だけでなく、車の窓枠ゴム（ガラスランチャンネル）の摺動性向上、ヒーター高温部
分の断熱性向上、光学部品の無反射性向上などの機能を付与させる目的で、多方面に応用され
ています。

図 静電植毛製品の構造 図 製品例（コピー装置の耐熱部品）

表 静電植毛加工製品の応用例

表1 に静電植毛加工製品の有する機能がどのような製品箇所に応用されていて、その効果がど
のように利用されているかを示します。

機能 応用箇所 効果

低摩擦性 ゴム製炊事用手袋の内側 皮膚へのベタ付き防止で円滑着脱

防振性・
低摩擦性

自動車窓枠ゴム
（ガラスランチャンネル）

ビビリ音の防止とガラスの円滑昇降

断熱性 コタツヒーター 手、指の接触時の火傷防止

吸光性・
低反射性

カメラのボディー内部や
レンズフード内面

撮像部分への迷光防止でクリアな像が
撮影可能

酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


